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　このたび、私の直属の部下である吉田幸次が、顧客から預かった資金を過去3年間にわたって横領していたこと、さらにその金額も7,000万円という巨額なものであったことが判明いたしました。
この件につきましては、すべて私の監督不行き届きによるものなので、深く反省いたしております。
金額だけでなく、信用失墜という面でも会社に対して甚大な被害をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。
今回の不始末の原因は、吉田幸次が見かけ上は抜群の営業成績を上げていたことにまどわされて、管理体制に不備が生じたためです。
[bookmark: _GoBack]管理制度の欠陥を十分に調査して、別紙のとおりの改善を直ちに実行いたしました。今後は二度とこのような事態を引き起こさないようお誓い申し上げます。
よってここに始末書を提出いたします。

以上

